


2021.April［広報うりゅう］2

新型コロナウイルスワクチン接種について

　ワクチンは、国から徐々に供給が行われる見込みのため、具体的な接種や予約開始時期、接種順
位などにつきましては、国からの情報提供があり次第、順次ご案内します。接種開始時期が近隣市
町と異なりますのでご了承ください。
　なお、最初に本町に配付されるワクチンは「ファイザー社製」です。

（１）令和３年度中に65歳以上になる方（昭和32年４月１日以前に生まれた方）

①接種券の郵送について
　・接種券は４月17日㈯頃までに届くよう個別に郵送します。
　・接種券１枚で日にちを分けて２回分接種できます。
②１回目接種の予約について

③キャンセル待ちについて
　・５月10日㈪の週の予約者が予定数に達した場合、若干名の予備受付をします。
　・空きが出た際の予備登録者への接種連絡は、接種日当日になることがあります。
　・連絡がなかった場合は、次回以降に改めて予約をお願いします。
　※次回のワクチン配付が決まりましたら、改めて受付を再開します（防災無線でお知らせします）
④２回目接種について
　・ファイザー社製のワクチンの場合、標準としては、１
回目から３週間後（３週間後の同じ曜日）に２回目
を受けていただくことになります。

（２）65歳未満（昭和32年４月２日以降に生まれた方）
　・接種券郵送時期と接種時期は、決定次第お知らせし
　　ます。

３月31日現在までの内容です。今後追加や修正になるこ
とがあります。

・接種時期：５月10日㈪以降（不定期で14時～16時を予定）
　　　　　　日程の詳細は、案内文に記載しますのでご確認ください。
・接種場所：公民館
・接種方法：集団接種
・接種回数：２回
・接種料金：無料

町内の病院に入院、特別養護老人ホームに入所され
ている方は、その施設等で接種ができますので、不
明な点は、入院・入所先にお問い合わせください。

３週間後の同じ曜日に接種 との意味

日 月 火 水 木 金 土

５月

９ 10 11 12 13 14 15

接種
１回目

接種
１回目

接種
１回目

接種
１回目

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

接種
２回目

６月

１ ２ ３ ４ ５
接種
２回目

接種
２回目

接種
２回目

６ ７ ８ ９ 10 11 12

お問い合わせ　住民課保健担当（☎７７―２２１２）

・予約開始日：４月20日㈫から
・受 付 時 間：９時～17時
・申　込　先：新雨竜第一病院（☎７７－２１２１）

１日当たり60～70名程度の接種を
行う予定です。詳しくは接種券に
同封の案内文をご覧ください。

1　集団接種のお知らせ
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（１）基礎疾患をお持ちで通院中の方、服薬中の方
　以下のことに注意してください。

▽予診票の質問事項（抜粋）

（２）当日の持ち物
　①　接種券～当日必ずお持ちください。
　②　予診票～接種券郵送時に同封しますので、必ず事前にご記入ください。
　③　本人確認書類～保険証など
　④　お薬手帳～服薬中の方などは問診時に確認しますのでお持ちください。
　⑤　マスクと上着～会場は換気を行いますので、上着（脱ぎやすいもの）を着用願います。
　　　　　　　　　　（接種を受けた後も30分程度会場で経過を観察します）

①　ワクチン接種をしても差し支えないか、事前に主治医へご相談をお願いします。
②　接種を受ける当日は、お薬手帳をお持ちください。

未記入の場合、ワクチン接種を受けられない場合があります。

接種順位の上位となる対象グループに該当しますか。
　□医療従事者等　□65歳以上　□60～64歳　□高齢者施設等の従事者
　□基礎疾患を有する（病名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ はい □ いいえ

現在、何らかの病気にかかって、治療（投薬など）を受けていますか。
　病　　名：□心臓病　□腎臓病　□肝臓病　□血液疾患
　　　　　　□血が止まりにくい　□免疫不全　□その他（　　　　　　）
　治療内容：□血をサラサラにする薬（ 　　　　）□その他（ 　　　　）

□ はい □ いいえ

その病気を診てもらっている医師に今日の予防接種を受けてよいと言われ
ましたか。

□ はい □ いいえ

2　接種を受ける前に必ずご確認を（お願い）

3　65歳以上を対象としたワクチン接種の流れ【集団接種】
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CONGRATULATIONS ON YOUR GRADUATION!

卒業・卒園おめでとう卒業・卒園おめでとう

　義務教育課程を修了した16人の雨竜中学校の卒業生。
卒業証書授与では、自分の名前が呼ばれると堂々とし
た表情で３年間の成長の証を受け取りました。
　多田光次郎校長からの式辞では「行事の制限など辛
い１年だったが、それぞれが工夫し、成長しました。
将来に向かって自分の道を切り開いてください。」とは
なむけの言葉が送られました。
　在校生を代表して三輪尚樹さん（中２）が「先輩た
ちの背中を見て成長することができました。自分の夢
に向かって歩んでください」と感謝の言葉が送られま
した。
　卒業生からは佐々木羽菜さんが「仲間と過ごした学
校生活の一つ一つが大切な思い出です。自分たちの夢
に向かって感謝の気持ちを持って歩んでいきます」と
決意を述べ、卒業生で合唱曲『絆』を歌い、会場は感
動に包まれました。

3/13 雨竜中学校 卒業生16人

　卒業生14人は証書を受け取り、これまでの成長を見

守ってきた保護者や先生に向かって「警察官になって

世の中を平和にしたいです」「中学校では勉強と部活を

頑張りたいです」など、将来の夢や中学校での目標を

大きな声で発表しました。

　角銅隆校長からの式辞では「コロナ禍で休校や行事

の中止など大変だったが、たくさんの思い出を作るこ

とができました。感謝の気持ちを忘れずに１歩ずつ歩

んでください」と激励の言葉が送られました。

　新型コロナウイルス感染予防対策で出席が叶わなか

った在校生からは「私たちのお手本としてたくさんの

ことを指導してくれました。中学校でも頑張ってくだ

さい」と動画でメッセージが送られ、卒業生は合唱曲『大

切なもの』を歌い、「これまで学んだことを糧に、新た

な１歩を踏み出します」と決意を述べました。

3/19 雨竜小学校 卒業生14人

　可愛らしい衣装に身を包んだ卒園児たちは、保護者

や先生が見守る中、卒園証書を受け取り、保護者に感

謝の手紙と花束を贈りました。

　酒井美恵子園長から「保育園でたくさん成長した姿

を見ることができました。小学校でも友達と仲良く、

さらに成長した姿を見せてください」とエールが送ら

れました。

　式の最後には、歌に載せて「お父さん、お母さん、先生、

ありがとう」と感謝の言葉を届けました。

3/27 雨竜町保育園 卒園児12人

　３年間で社会人になるための準備をしてきた卒業生

38人。希望に胸を膨らませ、凛々しい姿で卒業証書を

受け取りました。

　新型コロナウイルス感染予防対策として在校生の出

席は叶いませんでしたが、別室で配信映像を見て卒業

生の晴れ姿を見届けました。

　卒業生代表の答辞では、「充実した学校生活を送るこ

とができました。将来に向かって一歩ずつ歩んでいき

たいです」と新たな目標への決意を述べ、卒業生は未

来に羽ばたきました。

3/12 雨竜高等養護学校 卒業生38人

2021.April［広報うりゅう］4



5［広報うりゅう］2021.April

令
和
３
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ

た
り
、
町
政
執
行
へ
の
所
信
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

２
期
目
の
町
政
運
営
を
任
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
町
民
皆

様
の
声
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
議
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
行
政
の
運
営
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
社
会
情
勢
を
見
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
で
爆
発
的

な
感
染
を
広
げ
、
日
本
に
お
い
て
も
昨
年
２
月
頃

か
ら
感
染
が
広
が
り
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
は
２
度
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
て

も
未
だ
に
感
染
が
収
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１

年
間
延
長
し
、
国
内
経
済
状
況
に
つ
い
て
も
人
の

流
れ
が
抑
制
さ
れ
長
期
間
に
わ
た
り
低
迷
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

東
京
都
を
除
く
全
国
的
な
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
地
方
に
お
い
て
は
、
社
会
減
に
加

え
出
生
数
も
減
少
す
る
な
ど
、
行
政
運
営
の
根
幹

と
な
る
人
口
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
考

慮
し
た
う
え
で
行
政
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
台
風
の
大
型
化

や
局
地
的
な
豪
雨
が
引
き
起
こ
す
甚
大
な
災
害
な

ど
が
多
発
し
て
い
る
状
況
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
、

令
和
３
年
度 

町
政
執
行
方
針

令
和
３
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
10
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
定
例
会
で
は
、
町
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
説
明
と
、
令
和
３
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
・
一
般
会
計
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
に
よ
る
防
災
対
策

の
取
り
組
み
と
強
化
は
今
後
も
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
国

営
・
道
営
の
基
盤
整
備
事
業
を
継
続
実
施
し
て
い

く
こ
と
で
１
次
産
業
の
生
産
体
制
の
強
化
と
、
減

少
す
る
農
業
生
産
者
の
確
保
を
図
り
、
更
に
農
業

後
継
者
や
新
規
就
農
者
が
就
農
し
や
す
い
環
境
整

備
を
整
え
な
が
ら
、
本
町
農
業
が
ま
ち
の
将
来
を

支
え
る
産
業
と
し
て
一
層
成
り
立
っ
て
い
く
よ
う
、

未
来
に
希
望
の
持
て
る
農
業
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
産
品
で
良
食
味
に
高
評
価
を
受
け
て

い
る
「
う
り
ゅ
う
米
」
と
「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
に
つ

い
て
は
、
生
産
地
「
雨
竜
町
」
の
名
前
を
全
面
に

押
し
出
し
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
に
よ
る

知
名
度
の
拡
大
と
合
わ
せ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
心
・
安
全
で
継
続
し
た
産
地
生
産
が
維
持
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
う
り
ゅ
う
」

ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
は
、
町
制
施
行
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
今
ま
で
築
き
上
げ
た
町
政
運
営
を
基

盤
と
し
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る「
雨

竜
町
振
興
基
本
計
画
」
と
令
和
２
年
度
か
ら
新
た

に
５
年
間
設
定
さ
れ
た
「
雨
竜
町
総
合
戦
略
」
及

び
「
雨
竜
町
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
、
計
画
目
標
を
着
実
に
実
現
し
、

常
に
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
基
本
目
標

と
し
て
掲
げ
た
「
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
未
来
に
希
望
の
も
て
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
明
る
く
心
豊
か
に
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
令
和
３
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
総
額
39
億
６
，
３

８
４
万
２
千
円
（
対
前
年
度
当
初
比
５
・
２
％
増
）、

３
特
別
会
計
を
加
え
た
総
額
で
は
、
41
億
９
，
７

３
９
万
４
千
円
（
対
前
年
度
当
初
比
４
・
１
％
増
）

と
し
、
提
案
い
た
し
ま
す
。
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令和３年度 町政執行方針

取
組
が
一
層
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
作
物
で
あ
る
「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
生
産
維
持
の
た
め
、
ハ
ウ
ス
設
置

補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
農
業
者
や
後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
つ
い

て
は
、
農
業
後
継
者
未
来
応
援
金
に
よ
る
農
業
後
継

者
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
や
新
規
就
農
者
の
育
成
事
業
を
拡
充
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
確
保
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
営
緊
急
農
地
再

編
整
備
事
業
雨
竜
暑
寒
地
区
「
雄
飛
・
新
生
工
区
」
は
、

基
盤
整
備
工
・
客
土
工
の
継
続
、「
中
島
工
区
」
は
、

逆
川
埋
立
て
工
・
基
盤
整
備
工
が
計
画
さ
れ
、
道
営

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
「
北
友
南
地
区
」
は
、

基
盤
整
備
工
、「
東
栄
地
区
」
は
、
全
て
調
査
地
区
と

な
り
事
業
採
択
に
向
け
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
推
進
と
必
要
予
算
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

基
幹
水
利
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理

と
「
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業 

新
雨
竜
二
期
地
区
」

の
円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
を
シ
カ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
住
民
や

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら

一
体
と
な
っ
て
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

近
年
、
居
住
地
へ
の
ク
マ
の
出
没
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
箱
罠
の
活
用
に
よ
り
対
策
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源
の
活
用
と

水
資
源
等
の
環
境
保
全
の
た
め
、
除
間
伐
等
の
各
種

事
業
を
継
続
実
施
し
、
町
有
林
・
民
有
林
の
計
画
的

な
維
持
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
国
内
消
費
動
向
の
減
退
、
日

米
貿
易
協
定
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
種
苗
法
改
正
、

情
報
通
信
技
術
の
進
展
な
ど
め
ま
ぐ
る
し
く
農
業
構

造
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
食
品
に

対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
対
応
、

農
村
地
域
の
活
力
維
持
や
農
地
の
保
全
管
理
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
を
守
り
、
人
々
の

生
活
を
支
え
、
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
関
係
機

関
、
農
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
農
業
の
持
続
的
発

展
に
向
け
て
各
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
昨
年
の
水
稲
作
柄
は
、
自
然
災

害
も
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
、
北
空
知
管
内
の
作
況
指

数
は
「
１
０
７
」
の
「
良
」
と
な
り
、
品
質
面
で
も

素
晴
ら
し
い
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。
特
産
品
の
「
暑

寒
メ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
出
荷
量
は
前
年
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
価
格
で
取
引
さ
れ
、
食
味

の
良
い
高
品
質
な
メ
ロ
ン
が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
の
主
産
地
と
し
て
、
早
期
播
種
・
移
植
の
推
進
、

活
力
あ
る
稲
の
生
育
を
助
長
す
る
た
め
、
ケ
イ
酸
資

材
施
用
に
対
す
る
助
成
事
業
に
よ
り
、
良
質
・
良
食

味
米
生
産
と
収
量
確
保
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ラ

イ
ス
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
の
改
修
事
業
を
す
す
め
、

集
荷
体
制
の
強
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
農
産
物
生
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

導
入
２
年
目
の
水
稲
種
籾
温
湯
殺
菌
消
毒
施
設
が
有

効
に
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
品
質
の
高
い
農

産
物
を
生
産
す
る
ク
リ
ー
ン
農
業
の
普
及
促
進
が
図

ら
れ
ま
す
と
と
も
に
、「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
」
の

特
色
あ
る
持
続
的
な
農
林
業
の
展
開

産
業
振
興
に
よ
る
足
腰
の
強
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興
に
よ
る
足
腰
の
強
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
の
減
少
等
に
よ
る
購
買
力
低
下
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

町
内
商
工
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
商
工
業
に
お

け
る
経
営
の
安
定
と
近
代
化
促
進
の
た
め
、
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
「
雨
竜
町
商
工
業
振
興
・
地
域
雇

用
推
進
事
業
」
及
び
融
資
や
利
子
補
給
事
業
の
実
施
、

消
費
活
性
化
事
業
や
Ｕ
Ｐ
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
進

め
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
引
き
続
き
受
け
て
い
る
事
業

者
へ
の
支
援
と
し
て
「
商
工
業
者
持
続
化
応
援
給
付

金
交
付
事
業
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
産
物
を
活
用

し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
出
と
開
発
に
取
り
組
む

ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
間
連
携
に
よ
る
活
力
あ
る
商
工
業
の
展
開

　

山
岳
型
高
層
湿
原
帯
と
し
て
貴
重
な
雨
竜
沼
湿
原

は
、
自
然
豊
か
な
「
う
り
ゅ
う
」
を
代
表
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
例
年
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
中
で
登
山
客
の
適
切
な
受
け
入
れ
と
ゲ
ー
ト

パ
ー
ク
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

訪
れ
る
登
山
客
が
快
適
に
散
策
で
き
る
よ
う
、
湿

原
内
の
老
朽
化
し
た
木
道
等
の
改
修
整
備
の
継
続
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
執
り
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
の
展
開
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防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
防
災
訓
練
の
実
施
と
防

災
用
備
蓄
品
の
充
実
を
図
り
、
常
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
万
全
な
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

２
，
５
０
０
日
を
新
た
な
目
標
に
掲
げ
、
関
係
機
関

と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ

り
、
自
主
的
な
免
許
証
返
納
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
活
交
通
手
段
の
確
保
対
策
と
し
て
、
路
線
バ
ス

や
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
の
活
用
等
、
引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
便
性
に

配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
及
び
橋
梁
の
維
持
・
補
修
・
長
寿
命
化
工
事

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
除
排

雪
体
制
を
整
え
、
１
年
を
通
し
て
、
安
全
で
快
適
な

交
通
環
境
の
確
保
に
向
け
、
適
切
な
路
線
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
を
は
じ
め
、
雨
竜
沼
湿
原
・
い
き
い
き
元

気
村
な
ど
、
観
光
拠
点
施
設
の
効
果
的
な
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
農
産
物
・
商
工
観
光
・
文
化
な
ど
、「
う

り
ゅ
う
」
の
魅
力
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
情
報
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
協

定
は
、
本
年
度
が
３
年
目
の
最
終
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
町
民
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、

イ
ベ
ン
ト
交
流
や
講
習
会
な
ど
、
各
種
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
町
内
外
に
お
い
て
交

流
人
口
を
拡
大
し
、
各
方
面
に
雨
竜
町
の
情
報
を
発

信
す
る
活
動
を
積
極
的
に
広
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
、
今
後
に
お

い
て
も
、
雨
竜
町
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
情
報
の
発
信
・
特

産
品
開
発
と
販
売
戦
略
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
や
本
町

の
魅
力
発
信
な
ど
に
取
り
組
む
諸
活
動
を
継
続
的
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、
雨
竜
町
で
活
動
の
幅
を
更
に

広
げ
る
た
め
、
協
力
隊
員
の
増
員
募
集
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

就
労
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
人
材
不
足
に
よ
り
、
常

時
雇
用
者
や
パ
ー
ト
職
員
の
人
材
確
保
も
難
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
企
業
・
商
店
に
お
け
る

経
営
強
化
の
た
め
、
事
業
拡
充
支
援
や
新
規
企
業
の

誘
致
に
よ
る
雇
用
環
境
を
創
出
し
、
就
業
機
会
の
確

保
と
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
環
境
の
創
出
と
就
業
機
会
の
確
保

　
「
う
り
ゅ
う
」
に
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
眺
め

な
が
ら
、
勇
壮
な
暑
寒
連
峰
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

美
し
い
景
観
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
田
園
地
帯
と
調
和

の
と
れ
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
賃
貸
住
宅
の
住
環
境
の
向
上
と
定
住
の
促
進

を
目
的
と
し
、
建
替
え
事
業
を
進
め
て
い
る
「
わ
か

ば
団
地
」
に
お
い
て
、
勤
労
世
帯
者
向
け
賃
貸
住
宅

１
棟
８
戸
が
本
年
秋
に
完
成
し
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
第
３
期
工
事
と
し
て
、
公
営
住
宅
１
棟
９
戸

を
２
年
間
か
け
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

既
設
公
共
賃
貸
住
宅
長
寿
命
化
工
事
は
「
み
ど
り

団
地
」
Ｂ
棟
の
外
部
修
繕
工
事
を
実
施
し
、
快
適
な

住
宅
環
境
の
維
持
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雨
竜
町
土
地
開
発
公
社
と
連
携
し
、
雨
竜
町
定
住

促
進
団
地
１
区
画
の
早
期
売
却
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
分
譲
地
６
区
画
の
造
成
を
行
い
、
各
種
定
住

促
進
関
係
施
策
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
販
売
促
進
を
図
り
、

町
内
外
か
ら
の
定
住
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
雨
竜
町
内
全
域
に
整
備
し
、

全
町
民
が
同
じ
条
件
の
下
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
新
し
い
生
活
環
境
と
な
る
よ
う
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
不
法
投
棄
の
監
視
や

啓
発
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
雨
竜
町
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
処
理
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
か
ら
新
た
に
ご
み
の
農
村
地
区
戸
別

収
集
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
空
知
衛
生
施
設
組
合
が
実
施
す
る
滝
の
川
斎
苑

改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
本
体
が
完
成

し
、
４
月
よ
り
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
旧
斎
苑
解

美
し
い
景
観
と
暮
ら
し
や
す
い

生
活
環
境
の
融
合

明
る
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

明
る
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
提
供

体
工
事
と
外
構
工
事
に
よ
る
事
業
完
了
に
向
け
て
、

構
成
市
町
と
連
携
を
図
り
、
適
切
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
早

期
終
息
を
目
指
し
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
等
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
・
介
護
予
防
対
策
に
つ

健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備
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い
て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
疾
病
の
早

期
発
見
と
重
症
化
予
防
対
策
を
主
眼
に
、
感
染
症
予

防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
各
種
健
診
・
健
康
教
育
・
相

談
事
業
・
訪
問
事
業
等
を
継
続
し
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
、
国
保
特
定
健
診
及
び
歯
科
健
診

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
の
無
料
化
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
商
工
会
と
連
携
し
た
Ｕ
Ｐ
カ
ー
ド
の
活
用

行
い
、
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
対
策
と
し
て
、
地
元
医
療
機
関
へ
の
財

政
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
及
び
空
知
中
部

広
域
連
合
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

出
産
・
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
は
、
新
生
児
聴
覚

検
査
費
用
、
不
育
症
治
療
費
、
不
妊
治
療
費
へ
の
助

成
事
業
及
び
保
育
料
の
全
額
助
成
や
、
保
育
園
の
環

境
整
備
充
実
を
図
り
、
引
続
き
子
育
て
に
優
し
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
及
び
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
を
継
続
実
施

し
、
高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
き
い
き
館
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
環
境

整
備
を
図
る
な
ど
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

及
び
第
６
期
雨
竜
町
障
害
福
祉
計
画
、
第
２
期
雨
竜

町
障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
適
切

に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
が
継

続
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
び
に
対
し
て

の
動
機
づ
け
を
行
い
、
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に
よ

り
「
地
域
づ
く
り
」、「
人
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」

を
推
進
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

と
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各
世
代
に
多
様
な
学

習
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保
持
増
進
と
冬
場
の

運
動
不
足
解
消
の
た
め
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

一
般
開
放
日
を
設
定
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
努
め
、
各
体
育
団
体
等
と
連
携
し
、
指
導
体
制
の

構
築
や
環
境
づ
く
り
、
事
業
実
施
等
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
種
文
化
団
体

の
育
成
や
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
文
化
活
動
へ
の

参
加
や
優
れ
た
芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
伝
統
芸
能
保
存
活
動
に
対
し
、
引
き
続

き
支
援
と
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理

と
有
効
活
用
に
努
め
、
利
用
環
境
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

急
激
に
変
化
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
が
自
分
自
身
の
将
来
に
つ
な
が
る
よ
う
、

児
童
生
徒
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
る
こ
と
で
、「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
し

っ
か
り
判
断
し
て
行
動
で
き
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
信
頼
に
応
え
、「
ふ
る
さ
と 

う
り

ゅ
う
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
児
童
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
よ
り
一
層
の
連
携
と
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
義
務
教
育
９
年
間
を

通
し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、
雨
竜
町
に
お
け
る
小
中

一
貫
教
育
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
教
育
の
充
実

明
る
い
未
来
を
描
く
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

明
る
い
未
来
を
描
く
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
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URYU-ADMINISTRATIVE POLICY 2021

　

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
住
民
目
線
で
の
対
話
を
重
視
し
た
各
種
集
会

等
の
開
催
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
、

引
き
続
き
町
内
会
活
動
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
活
動
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

住
民
参
加
に
よ
る
愛
着
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

住
民
参
加
に
よ
る
愛
着
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
、
行
政
水
準
の
向
上
を

図
る
た
め
、
各
種
経
費
の
節
減
・
合
理
化
及
び
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
基
金
の
適
切
な

運
用
と
行
政
資
産
を
適
正
に
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
広
域

で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
、
及
び
中

空
知
定
住
自
立
圏
の
事
業
に
構
成
市
町
と
緊
密
に
連

携
し
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
の
推
進

　

町
民
に
必
要
な
行
政
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
、

「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
「
広
報
う
り
ゅ
う
」
や
「
防

災
行
政
無
線
」
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、

町
政
懇
談
会
や
町
内
会
長
会
議
を
通
し
て
、
き
め
細

か
い
活
動
を
展
開
し
、
町
政
へ
の
意
見
反
映
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
と
住
民
と
の
対
話
の
促
進

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
る
よ
う
定
住
促
進
事

業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き

る
「
う
り
ゅ
う
」
の
魅
力
を
、
町
内
外
に
向
け
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
種
取
り
扱

い
サ
イ
ト
の
活
用
を
広
げ
、
更
に
特
産
品
の
開
発
と

掘
り
起
し
を
行
い
、
返
礼
品
の
拡
充
と
Ｐ
Ｒ
の
強
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
に
人
を
呼
び
込
む
活
動
の
展
開
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令
和
３
年
度

町
教
育
行
政
執
行
方
針

社
会
が
急
激
に
変
化
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
背
景
と
し

た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
に
よ
り
、
学

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
今
後
こ
れ

ら
を
積
極
的
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
小
学
校
に
続
き
、
本
年
４
月
よ
り
中
学
校

で
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
個
性
や
能
力
を
伸

ば
し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
、
し
っ
か
り
と
行
動
で
き
る
「
生
き
る
力
」

を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
担
う
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、「
ふ
る
さ

と 

う
り
ゅ
う
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
「
児
童
生
徒
」

の
育
成
を
目
指
し
た
学
校
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
社

会
」
の
形
成
を
目
指
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き

が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
心
豊
か
に
人
生
を
過
ご
す
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
目
的
を
持
ち
、
学
び
に

対
し
て
の
動
機
づ
け
を
行
う
と
と
も
に
、「
地
域
づ
く

り
」、「
人
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」
と
な
る
生
涯

学
習
社
会
の
構
築
と
学
習
内
容
の
充
実
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み

で
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
そ
し
て
「
み

ん
な
い
き
い
き
・
の
び
の
び
」
と
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
習
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、「
第
６
次
雨
竜
町
社

会
教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
社
会
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
経
営

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
取
組

と
し
て
「
学
校
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
の
指
針
」

を
踏
ま
え
、
様
々
な
制
約
の
中
、
学
校
運
営
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

施
設
一
体
型
併
設
校
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の

取
組
を
基
盤
と
し
て
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
「
学

力
の
向
上
」
を
目
指
し
て
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
、

無
理
な
く
次
の
段
階
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
小
学
校

と
中
学
校
が
交
流
・
連
携
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
教
職
員
が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有

し
系
統
的
な
教
育
を
進
め
、
義
務
教
育
９
年
間
を
修

了
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
・
体
力
・
豊
か
な
心
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
具
現
化
に

向
け
、
校
長
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
日
々
の
実
践
に
全
力
を
挙
げ
、
教
育
の
質
的
向
上

を
図
り
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
課
程

　

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を

育
て
る
の
か
と
い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
視
点
に

立
ち
、
雨
竜
の
地
域
性
を
活
か
し
、
義
務
教
育
９
年

間
を
見
通
し
た
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た

「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
積
極
的
に
展
開
す
る

な
ど
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
雨
竜

町
と
し
て
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

更
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
臨
時

休
校
等
突
発
的
な
出
来
事
に
対
し
、
授
業
時
数
の
変

更
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
、
又
、
学
習
評
価
を
よ
り

適
正
に
行
う
こ
と
が
可
能
な
「
２
学
期
制
」
の
導
入

学
校
教
育
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を
本
年
試
行
的
に
行
い
、
個
に
応
じ
た
学
習
や
学
校

行
事
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
め
る
よ
う
充
実
し
た
学

校
生
活
と
学
習
環
境
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

学
習
指
導

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
確
実
な
習
得

を
図
る
た
め
、
各
種
調
査
等
の
結
果
を
分
析
し
、
学

力
・
学
習
状
況
の
把
握
・
検
証
に
努
め
る
と
と
も
に
、

教
員
加
配
制
度
を
活
用
し
た
教
員
の
定
数
増
に
よ
る

指
導
体
制
の
充
実
と
、
本
年
度
新
た
に
教
員
免
許
所

有
者
に
よ
る
学
習
指
導
専
門
支
援
員
１
名
を
配
置
し
、

学
力
向
上
対
策
と
校
内
体
制
の
強
化
に
よ
り
通
常
授

業
の
改
善
と
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
作
成
し
た
「
学
校
経
営
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
に
基
づ
く
取
組
や
、
小
中
相
互
乗

り
入
れ
授
業
、
小
中
合
同
教
員
研
修
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
教
職
員
全
員
が
学
校
教
育
の
変
化
に
円
滑
対

応
で
き
る
よ
う
、
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
共
通
認

識
を
持
ち
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
を
目
指
し
た
授
業
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
カ
ル
テ
を

も
と
に
、
教
職
員
全
体
で
児
童
生
徒
の
情
報
を
共
有

し
、
系
統
的
指
導
を
個
に
応
じ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
徳
教
育

　
「
考
え
、
議
論
す
る
」
道
徳
の
授
業
を
要
と
し
、
教

育
活
動
全
体
を
通
じ
て
「
生
命
の
尊
さ
」
や
「
思
い

や
り
・
感
謝
」
の
心
を
持
ち
、「
礼
儀
正
し
く
行
動
」

で
き
、「
郷
土
に
愛
着
を
持
つ
」
児
童
生
徒
の
育
成
を

め
ざ
し
、
道
徳
教
育
を
一
層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
、
全
教
職

員
で
道
徳
教
育
の
指
導
計
画
や
指
導
方
法
を
工
夫
・

改
善
す
る
と
と
も
に
、「
郷
土
の
伝
統
や
文
化
」
を
取

り
扱
っ
た
道
徳
教
材
・
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
道
徳
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
活
動

　

社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
良
い
生
活
や
人
間
関
係

を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
・
実
践
的
な
態
度
を
育
て

る
た
め
、児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
「
個
性
」

を
認
め
助
け
合
う
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
確
立
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
連
帯
感
や
達
成
感
を
養

い
、
小
中
学
校
の
連
携
に
よ
る
合
同
行
事
な
ど
も
工

夫
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
成
長
が
実
感
で
き
る
特

別
活
動
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　

課
題
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
、
協

同
的
に
取
り
組
む
態
度
や
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
を
育
て
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
た
職
場

体
験
学
習
を
町
内
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
徒
指
導

　
「
命
の
大
切
さ
」
や
「
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
」
を

醸
成
す
る
児
童
・
生
徒
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
、
能
力
、

適
性
等
細
や
か
な
指
導
の
も
と
自
己
実
現
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
各
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基

づ
く
組
織
的
・
計
画
的
な
対
応
に
よ
り
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
解
決
を
図
る
取
組
を

充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

９
年
間
を
見
通
し
た
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
活
用
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
好
ま
し
い
人

間
関
係
を
育
む
取
組
を
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
実
践

し
て
ま
い
り
ま
す
。
い
じ
め
防
止
対
策
に
向
け
た
取

組
や
集
会
等
を
小
中
学
校
合
同
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す

る
な
ど
教
育
相
談
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
在
籍
時
の
心
や
体
の
経
年
変
化

を
教
職
員
全
体
で
情
報
を
共
有
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

カ
ル
テ
を
活
用
し
て
き
め
細
や
か
な
指
導
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

健
康
・
安
全
指
導

　

児
童
生
徒
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
安
全

の
確
保
や
心
身
の
健
康
が
極
め
て
大
切
で
あ
り
、
健

康
安
全
意
識
の
向
上
と
日
常
生
活
で
の
習
慣
化
を
家

庭
や
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
予
防
徹
底

を
学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
非
常
時
に
は
関
係
機
関

と
連
携
し
、
安
全
・
安
心
で
迅
速
な
対
応
に
努
め
る

と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

に
対
応
す
べ
く
、
関
係
機
関
・
医
療
関
係
者
と
の
体

制
づ
く
り
と
校
内
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
虫
歯
予
防
対
策
と
し
て
の
フ
ッ

化
物
洗
口
を
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
審
者
対
策
と
火
災
や
自
然
災
害
等
に
対

応
す
べ
く
、
避
難
訓
練
や
集
団
下
校
訓
練
、
北
海
道

危
機
対
策
局
の
協
力
の
も
と
、「
一
日
防
災
学
校
」
を

小
中
合
同
で
実
施
し
防
災
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
北
海
道
警
察
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
、
若
年
層
か
ら
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
優
先
か
つ
機
能
的
に
実

施
す
る
た
め
の
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、

全
職
員
が
共
通
理
解
し
、
迅
速
か
つ
組
織
的
に
対
応
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が
で
き
る
よ
う
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大

限
に
伸
ば
せ
る
よ
う
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
て
教

育
的
ニ
ー
ズ
と
保
護
者
の
想
い
を
把
握
し
、
個
別
の

指
導
計
画
を
作
成
し
て
教
職
員
が
共
通
理
解
を
図
り

な
が
ら
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
情
報
の
共
有
と
適
切
な
指
導
や
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
一
貫

し
た
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境

　

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
教

育
の
情
報
化
」
を
積
極
的
に
進
め
、
導
入
済
み
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
特
性
を
生
か
し
た
授
業
や
家
庭
学

習
で
の
効
果
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
実
証
事
業
校
と
し
て
北
海
道
の
指
定
を
受

け
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
対
応
す
べ
く
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ

る
マ
ス
ク
着
用
や
熱
中
症
対
策
と
し
て
普
通
教
室
を

含
む
各
教
室
に
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
ま
で
以
上
に
集
中
で
き
る
授
業
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

新
十
津
川
町
と
の
学
校
給
食
共
同
実
施
に
お
い
て

は
、
雨
竜
町
産
農
産
物
を
含
め
た
地
産
地
消
を
通
じ
、

安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
食
の

指
導
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
に
つ
い

て
の
情
報
の
共
有
と
研
修
を
行
い
、「
雨
竜
町
学
校
給

食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
」
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
学
校
給
食
費
の
助

成
と
、
修
学
旅
行
費
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
就
学
時
前
の
世
帯
に
対
し
て
、
就
学
援
助

制
度
を
適
用
し
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
市
国
語
教
室
と
の
交

流
に
つ
い
て
は
、
特
例
的
に
ト
ロ
ン
ト
市
へ
の
訪
問

団
派
遣
と
受
け
入
れ
を
同
一
年
で
実
施
し
、
交
流
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
・
青
少
年
教
育

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
乳
幼
児
期
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
と
し
て
、

乳
幼
児
に
対
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
及
び

１
歳
６
か
月
の
幼
児
を
対
象
と
し
た
「
ウ
ッ
ド
ス
タ

ー
ト
事
業
」
を
雨
竜
高
等
養
護
学
校
の
協
力
の
も
と

継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ち
び
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
町
外
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、

講
師
を
招
致
し
、
町
内
で
の
開
催
も
視
野
に
入
れ
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ど
も
英
語
教
室
」
や
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
「
水
泳
教
室
」
な
ど
、
様
々
な
体
験
活
動
と
学

習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
親
子
で
参
加
で
き

る
教
室
も
展
開
し
、
親
同
士
の
交
流
の
場
と
子
育
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
学
習
の
定
着
と
基
礎
学
力
向
上
対

策
と
し
て
「
雨
竜
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」
や
、
町

子
ど
も
会
育
成
連
活
動
へ
の
支
援
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
「
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
」
を
継
続
し
て

実
施
い
た
し
ま
す
。

成
人
教
育

　

多
様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
対
応
す
る
た
め
、
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動

の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
に
関
す
る
教
室
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
を
推
進
す
る
一
連
の
機
会
を
設
け
、
よ
り
多
く

の
方
が
興
味
を
持
っ
て
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
講
座

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
教
育

　

高
齢
者
が
健
康
で
明
る
く
生
活
を
過
ご
す
た
め
、

健
康
保
持
並
び
に
教
養
を
高
め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
習
環
境
の
場
と
し
て
「
い
き

い
き
学
園
大
学
」
を
引
き
続
き
開
催
し
、
学
習
内
容

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
に
よ
り
、
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
連

携
協
力
に
よ
り
、
17
回
目
の
開
催
と
な
る
「
キ
ッ
ズ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
雨
竜
」
を
は
じ
め
、
幼
少
時
か

ら
の
体
力
づ
く
り
と
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
野
球
教
室
」

や
「
キ
ッ
ズ
体
力
ア
ッ
プ
教
室
」
の
開
催
、
身
体
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
「
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」
や
「
栄

養
学
講
座
」
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
文
化
振
興

　
「
町
民
文
化
祭
」
の
開
催
を
は
じ
め
、
芸
術
や
文
化

団
体
の
育
成
と
活
動
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
伝
統
芸
能
を
「
う
り
ゅ
う
」
の
歴
史

的
文
化
と
し
て
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
、
今
後
も

郷
土
伝
統
芸
能
の
活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
維
持
管
理

　

社
会
教
育
活
動
を
行
う
上
で
の
拠
点
と
な
る
各
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
有
効
活
用
に
努
め
、
常
に

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
施
設
の
環
境
改
善
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度 町教育行政執行方針
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課(局) 課　　長 担当名 主　　幹 主　　査 主　　任 主事等

総務課 　源　　　英　博 総　　務 　[総務防災]
　梶　田　勝　也
　（総務課企画財政担当主幹）

　長　原　康　雄 　髙　坂　直　幸

　[庶務職員]
　青　柳　祐揮枝

　山　下　隼　平
　（教育委員会主任）

企画財政 　安　田　尚　之
　（総務課総務担当総務防災主幹）

　鎌　田　昭　仁
　（産業建設課農政担当主査）

　伊　藤　隆　博
　（総務課企画財政担当主任級主事）

住民課 　瀧　山　智　治 保　　健 　[事務]
　小　川　智　代

　井　添　誠　二 　石　川　実砂希 　櫻　庭　由香里

　[業務]
　佐々木　未　歩

　髙　見　七　美
　（住民課保健担当主任）

　 　武　田　　　彩

　齊　藤　みのり
室長

　高　瀬　則　道
　（住民課福祉担当主幹）

福　　祉 (扱)高　瀬　則　道 　宗　近　佳　子 　[再任用]
　逆　井　　　弘

　西　田　真　智

　押　切　隆　紀
　（住民課福祉担当主任）

　[再任用]
　中　野　義　久

　池　田　光　希
　（新規採用）

生活環境 (扱)高　瀬　則　道 　吉目木　宏　一 (兼)西　田　真　智

(兼)池　田　光　希

産　業
建設課

　中　野　達　也 農政林務 　小　川　和　宏
　（農業委員会事務局長）

　一　瀬　忠　之
　（産業建設課農政担当主査）

　岡　本　北　斗
　（産業建設課農政担当主任級主事）

　宗　石　　　創
　（産業建設課林業担当主任級主事）

　谷　口　正　人
　（産業建設課商工担当主査）

　黒　島　諒　貴
　（農業委員会主事）

商工観光 　押　切　麻衣子
　（住民課福祉担当主査）

　[再任用]
　髙　桑　紀代美

技術長
　西　井　浩　司
　（産業建設課土木担当主幹）

建設管理 (扱)西　井　浩　司 　田　中　邦　彦
　（産業建設課建築担当主査）

　山　本　竜　也
　（産業建設課土木担当主事）

　杉　本　政　人
　（産業建設課土木担当主任）

　梅　原　祐　哉
　（新規採用）

室長
　村　本　邦　広
　（産業建設課参事）

農村整備 　佐々木　　　督
　（産業建設課土地改良事業担当主幹）

　野々宮　博　介
　（産業建設課土地改良事業担当主任）

　堀　籠　成　希
　（産業建設課土地改良事業担当主事）

出納室 会計管理者

　芳　本　幸　子
税務会計 　小宮山　めぐみ

　（教育委員会主幹）
　藤　田　岳　民
　（教育委員会主査）

　岩　塚　圭　輔

　宗　近　秀　靖
　（出納室税務会計担当主査）

教　育
委員会

　先　名　輝　彦 教　　育 　北　川　　　忠
　（産業建設課農政担当主幹）

　滝　川　裕美子 　鈴　木　千　尋
　（総務課企画財政担当主事）

　工　藤　祐　馬
　（総務課企画財政担当主査）

　片　岡　浩　規
　（新規採用）

農　業
委員会

事務局長
　淺　田　好　則
　（住民課参事）

農　　地 (兼)黒　島　諒　貴

議　会
事務局

事務局長
　鈴　木　久　人
　（産業建設課技術長）

議　　会 　川　口　瑞　紀

雨竜町人事 【特別職】　■ 町　長　　西　野　尚　志
　　　　　■ 副町長　　白　川　久　純
　　　　　■ 教育長　　糸　谷　尚　徳

（勤務）雨竜町社会福祉協議会　（再任用）逆　井　　　弘
　　　　　　　　　　　　　　 （再任用）中　野　義　久

※ 白抜きは４月１日付人事異動者
　 名前の下の（　）は前職等
　 （兼）…兼務　(扱) …事務取扱　（令和３年３月31日付）

【退職】議会事務局長　中　野　義　久

産業建設課内の担当名が変更されました
●「農政担当」＋「林業担当」　→　「農政林務担当」…農政全般・農業経営・担い手対策・農業災害・畜産・制度資金・良質米生産・
　　　　　　　　　　　　　　　　　病害虫防除・土壌分析・農業気象情報・有害鳥獣対策・林業・国定公園・雨竜沼湿原ゲートパ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ーク維持管理・緑化推進・ラムサール条約
●「商工担当」　　　　　　　　→　「商工観光担当」…商工全般・企業誘致・観光振興・労働・特産品開発・道の駅・エネルギー
●「土木担当」＋「建築担当」　→　「建設管理担当」…土木工事・町道・橋梁・河川・下水道維持管理・除排雪・町有建築物の管理・
　　　　　　　　　　　　　　　　　町営住宅入退居
●「土地改良事業担当」　　　　→　「農村整備担当」…農村整備事業・土地改良事業
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一般会計予算
URYU-GENERAL ACCOUNT BUDGET 2021

　「ライスコンビナート改修事業」に６，１３４万７千円、
ケイ酸剤の助成として「うりゅう水稲活力Ｒ助成金」が
７５０万円、「特産品栽培ハウス設置補助金」に４００万
円、農業後継者を支援する「うりゅう農業後継者未来応
援金」に７５０万円、北友南地区で実施する「農地整備
事業」の負担金が２，１６０万円、「商工業者持続化応援
給付金」２，０
００万円を計上
するほか、特産
品開発や有害鳥
獣対策にも予算
を計上していま
す。

　妊婦健康診査など「子育て支援事業費」に８４万１千円、
「インフルエンザ予防接種費用助成金」に２３６万円、を
計上するほか、町民を対象とした特定健診及び歯科健診
事業については、自己負担の無料化を継続して実施します。
低所得世帯に冬季生活費用の一部を助成する「冬季生活
支援事業」、「高齢者世帯等除雪費助成金」のそれぞれに
２００万円、保育園に通園する園児の保護者に対して助
成する「子育て支援保育料助成事業」に９０２万４千円、
「新型コロナウ
イルス感染症ワ
クチン接種費
用」に１，０３
８万円を計上し
ています。

　「町道維持補修工事」に１，２８１万５千円、国庫補
助事業である「橋梁長寿命化改修事業」に３，２３２万
円、町道南７号線外道路改良・新設工事に６，３５８万
円、「みどり団地Ｂ棟外部改善事業」に２，７５６万６千円、
「わかば団地公
共賃貸住宅建替
事業」に２億７，
８６６万２千円
を計上するほか、
除排雪作業にも
予算を計上して
います。

　「中空知生活交通確保対策負担金」として７４８万円、、
高齢者、身体障害者にタクシー利用券を交付する「シル
バータクシー事業」に４９０万５千円、「防災用資材備品
購入費」として２５０万９千円を継続し計上しています。

　「修学旅行費助成事業」に５８万円、「オンライン家庭
学習通信費等助成金」に１１８万８千円、「史跡公園内整
備工事」に３００万円を計上するほか、引き続き、学校
給食費の保護者負担
金の約６割を助成す
る保護者負担軽減措
置を実施します。

　「町制施行60年記念事業費」に１３０万円、雨竜町の
PRやイベントの企画等を行う「地域おこし協力隊事業」
に１，７７１万円、「ふるさと納税返礼事業」に１億６，
６３６万４千円、「田園の里定住促進事業」に４，３０２
万９千円、人材育成や交流事業を助成する「うりゅう未
来のまち・ひとづくり
事業」に３００万円、「北
海道日本ハムファイタ
ーズパートナー事業交
付金」に２５０万円を
計上しています。

予　算　概　要

【医療・福祉事業の推進】【産業の振興】

【教育環境の整備】

【生活環境施設等の整備】

【まちづくりの推進】【暮らしの安心】
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一般会計39億6384万2千円
（１人あたり1,757,022円）※「％」は、一般会計予算に占める割合を示しています。

※１人あたりの金額は、令和３年２月末人口2,256人で割り返した金額です。

歳出予算 歳入予算

■　国民健康保険特別会計　　　　1億4,117万9千円
■　後期高齢者医療特別会計　　　　 4,438万7千円
■　農業集落排水事業特別会計　　　 4,798万6千円

町税

2億1,542万1千円　5.4％

皆さんが納めた税金

使用料・手数料

8,369万7千円　2.1％

公共施設の使用料、住民票などの交付手数料

国庫支出金

2億2,980万円2千円　5.8％

特定の事業に対し、国が支出する補助金

道支出金

3億2,050万6千円　8.1％

特定の事業に対し、道が支出する補助金

寄附金

2億3,001万円　5.8％

町への寄附金

町債

3億5,420万円　9.0％

事業を行う場合の財源不足分を補うために借りるお
金

その他

2億8,980万3千円　7.3％

分担金や財産収入など

地方交付税

15億5,000万円　39.1％

国が財源の不足する市町村に配分するお金

繰入金

6億9,040万3千円　17.4％

事業を行うためなどに取り崩す貯金など

総務費

6億5,836万9千円　16.6％
１人あたり291,830円

一般事務費や財産管理、広報誌の発行などに
使うお金

民生費
4億4,756万7千円　11.3％

１人あたり198,390円

社会福祉や老人福祉、保育園などに使うお金

衛生費
2億8,346万8千円　7.2％

１人あたり125,651円

健康づくりや保健事業、ごみ処理などに使うお金

農林水産業費
5億3,537万7千円　13.5％

１人あたり237,312円

農業振興や農道の整備などに使うお金

商工費
8,860万2千円　2.2％

１人あたり39,274円

商工業振興や観光事業などに使うお金

土木費
5億5,477万9千円　14.0％

１人あたり245,913円

道路整備や除排雪、公営住宅の管理などに使うお金

消防費

1億2,605万5千円　3.2％
１人あたり55,875円

滝川地区広域消防事務組合に対する負担金などに
使うお金

教育費
1億5,090万1千円　3.8％

１人あたり66,889円

小・中学校に係る経費や社会教育などに使うお金

公債費
5億3,655万5千円　13.5％

１人あたり237,835円

事業を行うために借りたお金の償還金

職員費
5億2,000万7千円　13.1％

１人あたり230,499円

職員の給料などに使うお金

その他
6,216万2千円　1.6％

１人あたり27,554円

議会などに要するお金

特別会計予算
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雨
竜
小
学
校

教　諭

井　上　伸　一

　

こ
の
度
の
異
動
で
、
浦
臼
町
立
浦

臼
小
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
雨
竜
小
学
校
で
は
６
年
間

お
世
話
に
な
り
、
多
く
の
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
保
護
者
の
方
々
や
地
域

の
皆
さ
ま
に
行
事
等
で
助
け
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
学
年
を
担
任
し
た
時
に
は
、

多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
で
は
、
青
年
部
の
方
々
の
支
援
で

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
原
画
を
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
新
任
地
で
の
勤
務
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
勤
め
る
こ
と

の
で
き
た
６
年
間
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

養護教諭

遠　藤　　　郁

　

こ
の
度
、
新
し
い
学
校
へ
と
赴
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
雨
竜
小

で
の
勤
務
は
、
初
任
校
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
養
護
教
諭
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
社
会
人
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
日
々
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
道
外
か
ら
来
た
こ
と
も
あ

り
、
慣
れ
な
い
生
活
で
し
た
が
、
そ

の
よ
う
な
中
で
も
気
さ
く
に
温
か
く

接
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

も
う
暫
く
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
の
生
活

が
続
き
ま
す
。
町
内
の
皆
さ
ま
も
心

身
と
も
に
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

このページでは、小・中学校の転出される方から
寄せられたごあいさつを掲載します。
転入される方につきましては、次号にて紹介します。

Personnel Changes In Spring

雨
竜
中
学
校

教　頭

清　水　一　伸

　

初
め
て
教
員
に
な
っ
て
赴
任
し
た

深
川
市
以
来
、
久
し
ぶ
り
の
北
空
知

「
雨
竜
町
」
に
着
任
し
て
３
年
が
経

ち
ま
し
た
。
教
頭
と
い
う
初
め
て
の

職
責
に
少
な
か
ら
ず
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

地
域
の
方
々
に
優
し
く
迎
え
ら
れ
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
雨
竜
中

学
校
で
の
経
験
は
、
他
で
は
得
ら

れ
な
い
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
小

学
校
勤
務
の
経
験
の
な
い
自
分
に
と

っ
て
、
間
近
で
小
学
生
が
成
長
す
る

姿
を
見
ら
れ
る
環
境
は
、
と
っ
て
も

新
鮮
で
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
小
学
生

が
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
見
せ
る

成
長
の
変
化
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
、
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
、
新

し
い
環
境
で
仕
事
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
新
任
地
で
も
こ
こ
で

学
ん
だ
小
中
連
携
の
取
組
み
を
生
か

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

教　諭

玉　井　数諭樹

　

雨
竜
町
に
は
、
日
高
で
採
用
さ
れ

た
時
か
ら
当
時
の
生
徒
と
一
緒
に
雨

竜
沼
湿
原
や
南
暑
寒
別
岳
へ
何
度
も

来
ま
し
た
。
今
回
は
雨
竜
中
学
校
の

生
徒
た
ち
と
行
け
る
と
楽
し
み
で
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
、
四
季
の
姿
麗
し
雨
竜
に
ま
で
及

ぶ
と
は
、
残
念
で
す
。
担
当
し
て
い

る
生
徒
と
ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
を
重
ね

て
、
立
体
雨
竜
沼
湿
原
を
作
り
ま
し

た
。
次
年
度
こ
そ
は
、
雨
竜
沼
に
行

け
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

再
任
用
教
員
な
の
で
、
１
年
限
り

の
勤
め
で
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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To Uryu town,
（雨竜町の皆さまへ）

First and foremost, a big thank you to everyone I was lucky enough to meet in the 
short time I was here. 
（何よりもまず、私がここにいた短い時間、皆さまに出会うことができて幸運でした。ありがと
うございます。）
You had shown me a lot of support and kindness, during what was quite a diffi  cult 
year. Because of eff ects of the coronavirus, I unfortunately didn’t get the chance 
to meet as many of you as I hoped.  
（新型コロナウイルスの影響で皆さまと交流する機会は少なくて残念でしたが、たくさんのご支
援とご協力をいただきました。）
But, through your perseverance we managed to make the school year both 
rewarding, and unforgettable! 
（そのような状況でも、みなさんの頑張りで素晴らしい学校を築くことができました！）
I hope to return here one day. If not to see how much the students have grown; the awesome scenery, 
then defi nitely for the ice cream at the "MICHI NO EKI".
（いつの日かここに戻ってきて、成長した生徒を確認したり、素晴らしい景色を見たり、道の駅のアイスクリームを食べたい
です。）
Until then, take care. 
（それまで身体にお気をつけて。）

雨
竜
中
学
校

英語指導講師

D a v i d  L i

Net119緊急通報システムについて
　滝川地区広域消防事務組合では聴覚・言語機能に障がいがあり、音声による通報が困難な方を対象にスマートフォ
ン等からインターネットを利用して簡単な操作で素早く119番通報ができるNet119緊急通報システムを導入していま
す。
　利用対象者は町内に在住、在勤又は在学し、音声による119通報に不安がある方です。また、スマートフォン等を
持っている方で事前登録が必要です。
　詳しくはホームページをご覧いただくか下記までお問い合わせください。
　滝川地区広域消防事務組合消防本部通信指令課　☎74-4824
　メールアドレス　taki-shirei@takifi re.com　ホームページ　http://takifi re.com/

滝の川斎苑が新しくなりました滝の川斎苑が新しくなりました

　滝の川斎苑の本体工事が終了し、４月より供用を

開始しています。

　５月より旧斎苑の取り壊し工事を行いますので、

第一駐車場をご利用ください。

　駐車場については、左の図をご覧ください。

お問い合わせ　滝の川斎苑　☎７５－３８００
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休日・夜間の急病相談
●滝川地区（外科系当番）
滝川市立病院 ☎22-4311

滝川市大町２丁目２番34

滝川脳神経外科病院  ☎22-0250

滝川市西町１丁目２番５

●滝川地区（内科系当番）
滝川市立病院 ☎22-4311

滝川市大町２丁目２番34

　土曜日　14時～翌日９時

　日曜日・祝日　９時～翌日８時

●上記以外の問い合わせ先
当番病院案内ダイヤル

☎22-2299
またはかかりつけ医にご確認
ください。
滝川地区広域消防事務組合の
ホームページにも休日夜間当
番医が掲載されています。
（http://takifire.com/other/
touban/）

高齢者相談窓口
高齢者の生活のことでお困りの時

は、お気軽にご相談ください。

雨竜町地域包括支援センター

☎74-5717

平日　午前８時30分～午後５時15分

子育てに関する相談 
子育てに関する相談は、住民課保

健担当へ、お気軽にご相談くださ

い。 ☎77-2212

健康(生活習慣病)相談
随時、保健師が役場窓口や電話で

対応いたします。必要に応じて栄

養士の相談や家庭訪問なども行い

ますので、お気軽にご相談くださ

い。 ☎77-2212

こころの健康相談・
ひきこもり相談窓口
ひきこもり家族交流会
住民課保健担当 ☎77-2212

滝川保健所健康推進課

☎24-6201

平日　午前９時～午後５時
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木　Thu 金　Fri 土　Sat

８ ９ 10
いきいき学園大学入学式 
10:00～15:00（公民館）

雨竜高等養護学校入学式
9:35～（雨竜高等養護学校）
ひきこもり家族交流会
13:30～15:30（滝川市「みんくる」）

外科系当番 滝川脳神経外科

15 16 17
おいでサロン
10:00～12:00（公民館）

外科系当番 滝川市立病院

22 23 24
おいでサロン
10:00～12:00（公民館）

乳児·1歳6か月児·3歳児健診
受付11:30～12:00（いきいき館）

外科系当番 滝川市立病院

29　昭和の日 30 ５/１
外科系当番 滝川市立病院
おいでサロン
10:00～12:00（公民館）

外科系当番 滝川脳神経外科

６ ７ ８
外科系当番 滝川脳神経外科

新型コロナ

ウイルス対策

続けよう！

町の人口（対前月末）
男　　1,089人（－10）
女　　1,151人（－６）
計　　2,240人（－16）
世帯数　1,089（－３）
（３月30日現在）

限りある限りある
水資源を大切に！水資源を大切に！

節水に節水に
ご協力ください。ご協力ください。
西空知広域水道企業団

４月からごみの収集日程が変わりました。
収集日程は下記カレンダーをご覧ください。
ご不明な点は住民課生活環境担当までお問い合わせください。
健康スケジュール・休日夜間在宅医・イベントなど総合情報カレンダーです。

市街西 燃やせるごみ

市街西 燃やせるごみ
市街東 資源ごみ

市街西 燃やせるごみ

農村東 資源ごみ
戸別

市街西 燃やせるごみ

農村西 燃やせるごみ
ステーション

市街西 燃やせるごみ

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街西 資源ごみ

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

農村西 資源ごみ
戸別

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

農村西 燃やせるごみ
戸別

農村西 燃やせるごみ
戸別

農村西 燃やせるごみ
戸別

市街西 燃やせないごみ

農村西 燃やせないごみ
戸別

農村西 燃やせるごみ
戸別



19［広報うりゅう］2021.April19［広報うりゅう］2021.April

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed

４/４ ５ ６ ７
外科系当番  滝川脳神経外科 春の全国交通安全運動

（４月15日まで）
雨竜小・中学校合同入学式 
9:40～（雨竜小・中学校）

11 12 13 14
外科系当番  滝川市立病院 心配ごと相談日

13:30～15:00（公民館）
おいでサロン
10:00～12:00（公民館）

18 19 20 21
外科系当番  滝川脳神経外科 さわやか健康クラブ

10:30～12:00（いきいき館）
うりゅうキッズクラブ
10:00～11:00（いきいき館）

25 26 27 28
外科系当番  滝川脳神経外科 いきいき館浴室定休日 無料法律相談会

13:00～15:00（ふれあいセン
ター）

２ ３　憲法記念日 ４　みどりの日 ５　こどもの日
外科系当番  滝川市立病院 外科系当番  滝川市立病院 外科系当番  滝川脳神経外科 外科系当番  滝川市立病院

９ 10
外科系当番  滝川市立病院

心配ごと相談・行政相談・介護保険月例相談
５月12日㈬　13:30～15:00　公民館第３研修室

民生児童委員・行政相談委員・人権擁護委員・オンブズ
パーソンが対応します。心配ごと等のある方はお気軽に
ご相談ください。

お問い合わせ　住民課福祉担当 ☎77-2212

農村東 燃やせるごみ
戸別

農村東 燃やせるごみ
戸別

農村東 燃やせるごみ
戸別

市街東 燃やせないごみ

農村東 燃やせないごみ
戸別

農村東 燃やせるごみ
戸別

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街東・西 生ごみ

農村東・西 生ごみ
ステーション

市街東 燃やせるごみ

市街東 燃やせるごみ

市街東 燃やせるごみ

市街東 燃やせるごみ

農村東 燃やせるごみ
ステーション

特別搬入日
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▼
主
催　

雨
竜
町
商
工
会

▼
日
時　

４
月
28
日
㈬　

13
時
か
ら
15
時

▼
会
場　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
時
間　

１
人
に
つ
き
30
分

▼
相
談
内
容

　
　
　
　

相
続
、
登
記
、
債
務
整
理
な
ど

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
基
本
講
座

▼
日
時　

５
月
10
日
㈪
・
12
日
㈬
・
14
日
㈮

（
全
３
回
）
13
時
〜
15
時

▼
内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
無
料
ア
プ

リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
設
定
や
基
本
操
作

▼
対
象
者　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の

方▼
受
講
料　

５
千
円

▼
募
集
締
切　

４
月
26
日
㈪

■
パ
ソ
コ
ン
入
門

▼
日
時　

５
月
６
日
㈭
〜
６
月
１
日
㈫

（
火
・
金　

全
８
回
）18
時
30
分
〜
20
時
30
分

▼
内
容　

マ
ウ
ス
・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

文
字
の
入
力
・
文
書
の
保
存
・
フ
ァ
イ
ル
整

理
な
ど

▼
対
象
者　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
方

▼
受
講
料　

１
万
３
５
０
０
円

▼
募
集
締
切　

４
月
23
日
㈮

※
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン

　

タ
ー
空
知
で
行
わ
れ
、
申
込
人
数
が
少
な

　

い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
電
話
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

と
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
、
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
は
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
、
引

き
続
き
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

協
力
で
き
る
範
囲
で
の
活
動
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
の
土
地
及
び
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
、
全
標
準
宅

地
価
格
の
公
開
を
役
場
担
当
窓
口
で
行
っ
て

い
ま
す
。
縦
覧
と
は
、
自
己
資
産
の
評
価
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
、

自
分
と
他
人
の
資
産
と
の
価
格
比
較
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
（
閲
覧
の
手
数
料

は
無
料
で
す
）

▼
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈪

▼
縦
覧
条
件　

土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
方
は
次
の
方
で
す

　

雨
竜
町
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
及
び
そ
の
同
居
の
家
族
な

ど
代
理
権
の
あ
る
方

※
縦
覧
時
に
納
税
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
償

却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

雨
竜
町
で
は
風
し
ん
の
発
生
及
び
ま
ん
延
、

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る
た
め
、

風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
検
査
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
来
年
２

月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
で
ま
だ
検
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
４
月
中
に
再
度
送

付
し
ま
す
の
で
、
同
封
す
る
案
内
文
に
従
い
、

抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
昭
和

37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
1
日
生
ま

れ
の
男
性

▼
実
施
期
間
・
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限　

　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
２
月
28

日
ま
で

※
現
在
お
手
元
に
あ
る
ク
ー
ポ
ン
券
は
破
棄

し
、
新
た
に
お
送
り
し
た
も
の
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

▼
抗
体
検
査
費
用　

無
料

▼
検
査
方
法　

血
液
検
査

▼
検
査
実
施
機
関　

同
封
の
案
内
文
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
職
場
健
診
の
際
に
、
抗
体
検
査
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
診

申
込
時
に
受
診
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
風
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

抗
体
検
査
の
結
果
、
十
分
な
量
の
抗
体
が

な
か
っ
た
方
は
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

次
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
は
、
減
免
申
請

に
よ
り
令
和
３
年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
手

数
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

単
身
世
帯
は
２
千
円
相
当
、
そ
の
他
の
世

帯
は
４
千
円
相
当
の
ご
み
袋
ま
た
は
粗
大
ご

み
処
理
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
減
免
条
件　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯
の
方
で
、
町
民
税
非
課
税
、
か
つ
、
町

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
生
活
保
護
世
帯

◆
世
帯
全
員
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

◆
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

の
規
定
に
よ
る
母
子
及
び
父
子
世
帯

※
減
免
申
請
は
３
月
30
日
㈫
よ
り
受
付
し
ま

す
。
手
続
き
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▼
日
時　

８
月
25
日
㈬　

13
時
30
分
〜
16
時

▼
試
験
地　

札
幌
市

▼
受
験
資
格　

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定

す
る
者
で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食

物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、

病
院
等
の
施
設
、
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚

介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
該
当
す

る
営
業
に
お
い
て
、
令
和
３
年
５
月
21
日
ま

で
に
２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
者

▼
願
書
提
出
先　

滝
川
保
健
所

▼
願
書
受
付
期
間

　

５
月
10
日
㈪
か
ら
５
月
21
日
㈮
ま
で

▼
受
験
手
数
料　

６
９
０
０
円

▼
願
書
の
配
布　

４
月
上
旬
か
ら
配
布
予
定

風
し
ん
抗
体
検
査
の

実
施
に
つ
い
て

住
民
課
保
健
担
当　

☎
77
・
２
２
１
２

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
ス
タ
ッ
フ
募
集

総
務
課
企
画
財
政
担
当　

☎
77
・
２
２
１
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
価
格
の
縦
覧

出
納
室
税
務
会
計
担
当　

☎
77
・
２
２
４
６

令
和
３
年
度
調
理
師
試
験

滝
川
保
健
所　

☎
24
・
６
２
０
１

無
料
法
律
相
談
会

木
村
司
法
書
士
・
行
政
書
士
事
務
所

　

☎
79
・
２
５
５
２

ご
み
袋
の
減
免
措
置

住
民
課
生
活
環
境
担
当　

☎
77
・
２
２
１
２

一
般
住
民
講
座

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知　

☎
24
・
１
８
８
０
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ご厚志【Donation】
雨竜町社会福祉協議会・
社会福祉事業資金として
８町内　佐々木　勝　彦
５町内　沖　田　雅　宏
滝川市　坪　田　健　一
１町内　吉　本　光　孝
10町内　佐々木　洋　子
雨竜町老人クラブ連合会
８町内　佐々木　勝　彦
５町内　沖　田　雅　宏
滝川市　坪　田　健　一
１町内　吉　本　光　孝
10町内　佐々木　洋　子
ふるさと納税
7,821件　298,013,000円
(今年度累計　３月15日現在)

図書室のオススメ本図書室のオススメ本
雨竜町農村環境改善センター図書室雨竜町農村環境改善センター図書室
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戸　籍【Registration】
よろしくお願いします
福　井　惠　才　５町内
初　田　知　世　７町内
池　田　光　希　７町内
さようならお元気で
渋　谷　慶　介　札幌市
清　水　一　伸　栗山町
おくやみ申し上げます
　氏　　　名　　年齢　世帯主　住　所
佐々木　勝　子　77歳　勝　彦　８町内
坪　田　ハ　ル　95歳　好　雄　９町内
吉　本　直　弘　85歳　本　人　１町内
岡　村　千江子　88歳　本　人　10町内
松　平　昌　子　92歳　濵　夫　10町内

志賀内　泰弘 池井戸　潤 藤子・ F・不二雄 工藤　ノリコ

大
お お つ か

塚 勇
い ぶ き

吹 ちゃん

第８町内　Ｒ2.4.2生
（大塚直樹・愛奈）

こんにちは
赤ちゃん

　３月１日、役場にて雨竜町
指導農業士・農業士会（佐々
木芳雄会長・会員12人）が設
立されました。
　また、志部谷雄一さん（６
町内）が北海道指導農業士に、
宮武稔さん（１町内）、永野義
典さん（５町内）、大熊義和さ
ん（11町内）が北海道農業士
として知事に認定され、西野
町長から認定証が伝達されま
した。

活動の集大成を披露　町内絵画サークル「竜美会」（遠藤秀

雄会長・会員10人）の作品を展示する「第

37回竜美展」が、３月12日から16日に

かけて公民館大ホールで開催され、期

間中に訪れた２３９人が会員たちの力

作を堪能しました。

　昨年は新型コロナウイルスの影響で

中止となったため、２年ぶりに開催。

水彩画86点が展示され、会員と来場者

が作品について語り合うなど、楽しい

ひとときを過ごしていました。

担い手対策へ会を設立

●放送テレビ局　北海道文化放送（UHB）
●番組名　　「イチケイのカラス」
●放送時間等　　毎週月曜　午後９時

ふるさと納税返礼品
愛犬デンタルガムが
テレビドラマに登場します！
（原材料：エゾシカ角）

可愛い双子のヤギ可愛い双子のヤギ

　大熊裕章さん（11町内）が飼育
している子ヤギに双子の赤ちゃん
が３月24日に生まれました。
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地域おこし協力隊 中村稜太地域おこし協力隊 中村稜太
テレビに出演します！テレビに出演します！

番組内容など決まり次第、番組内容など決まり次第、
地域おこし協力隊のFacebookなどでお知らせします。地域おこし協力隊のFacebookなどでお知らせします。
生放送で雨竜町の魅力についてＰＲしたいと思いますので、生放送で雨竜町の魅力についてＰＲしたいと思いますので、
多くの方にご視聴していただけたら嬉しいです！多くの方にご視聴していただけたら嬉しいです！

４月17日(土)
ＮＨＫ総合「北海道スタジアム！」
19時30分～20時45分（第１部）
※第２部、第３部も出演する可能性あり


